







深まる中､都市偏重の考え方を改めようとする社会的機運や環境に対する世界的配慮の中から生れたリサイクルやエコといった現代社会における関心事に影響を受け､歴史学の中でこうし 問題意識をど 捉えていくかを課題とする｡そのためのひとつ 素材として､下肥の流通を取上げ､都市と周辺地域との関係を考えてい-｡近世史的視点としては流通史･農業史･都市史などの視点から､下肥流通 考え いく
第一章から第三章では､近世後期'下掃除代値下げをめ
ぐり江戸と周辺地域､または周辺地域内でおこった騒動を素材にして江戸を中心として各 の下肥流通がどのように変化 いった かを概観する｡
具体的に第一章では'寛政期の下掃除代値上げの出訴か




展した寛政期とは異なり'江戸束郊地域のみの参加であった｡このことを肥料としての下肥の重要性に地域差が生まれていた証拠 考える｡ かし値下げ願い後､周辺地域で作成された議定には､地域的には寛政期に匹敵する-らいの広がりをみせる一方､賛同した村数についてはさほど広がりをみせ ない とから'江戸東郊･北郊地域以外でも依然として下肥利用はあるものの､地域内分化が深化していたと考える｡その め最初の議定は有名無実 Lt議定内容を各地域にあった形に改編してこれに対応 た｡また下肥業者による下肥の商品化が進む江戸東郊･北郊地域では､輸送主体であ 船持･船頭の不正行為が問題とる｡主に河岸に存在し 下肥問屋は彼ら 成長を阻止するため､公定相場の設置や判取帳所持 義務 と った対策によって､河岸の下肥問屋による流通統制を意図 ｡
第三章では慶応期の下肥値段をめぐる問題について分析




問屋の不安定な経営体質を明らかにし､その背景には乱立する同業者の存在があることを指摘する｡こうした不安定な経営体質改善のため'自村への供給量を制限して販売回し'得意先との関係強化といった手段 講じていたことを示した｡また下肥業務に携わった奉公人の独立 背景 ､肥船船頭の経済力の高さがあることを指摘した｡
第五章では江戸東郊地域の一名主家の農業経営
通して､下肥利用の変遷について考察する｡素材 して扱った地域は現在の流山市域で､芝崎村名主吉野家 日記の分析によって考察した｡日記の記事の下肥購入状況から､従来からの下肥問屋からでは -'河岸の船積問屋から下肥を購入してい ことを指摘 'これま 江戸東郊地域の下肥流通ルート 加え '新しい 通ルートを指摘した｡また吉野家の下肥利用が幕末に向かうにつ て減少傾向を示し､替わって魚肥利用が高ま たことを明らかにした｡この魚肥を新興河岸の問屋から購入していること ら､関東地方の商品作物生産 増加に伴っ 生じた､江戸の干鰯
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郎氏などによって解明されてきたが､それは主に江戸西郊の畑作生産地域 分析が中心で､江戸東郊地域 水田地域に関しては個別的な分析はあ ものの､その体系化が行なわれず今日に至っていると判断した｡小林さんは こで､分析の中心を河川舟運が発達した江戸東郊地域の下肥流通に置き'流通構造の体系化を行ない'農民-江戸町人 個別取引きが中心な西郊地域とは異なる流通システム 存在を確認した｡また流通システムの中核となる下肥問屋 経営や豪農の下肥需要の実態を分析し'東郊地域の農業生産における下肥利用のあり方を克明に解明した｡
以上のような小林さんの問題関心は近世都市の構造的な





















たが､小林さんはそれを江戸周辺の村落全域に目配りして､運動が地域主体に変化して -要因を' 需要 増大に伴う商業的分業関係-流通システムの成立に求め､その変容過程を体系 にしかも詳細に時代を迫って明かにした点に本論文の意義 あるといえよう｡
ついで近世後期､江戸東郊地域に発達した下肥業者　(問




批判しっつ新たな問題点を浮かび上がらせている｡江戸の下肥流通に関する直接的史料はきわめて少ない｡そこで下肥値下げ運動に関する史料を駆使し､それらを詳細に分析することによって､そこから下肥の流通ルート･システムの変容過程を明らか する方法をとった｡このような商業的分業関係の形成過程とそこから生じる問題 具体的に明らかにした手法は'見事である｡ま 数少ない下肥業者の経営帳簿を克明に分析し､さら 消費者として 地主経営帳簿を丹念 析し'下肥利用のあり方を抽出する方法も優れている｡それは本論文に掲載された表･図版の数の多きと､そこから引き出され 結果が'本論文の主張を裏付けている点からも伺うことができる｡その点で史料 文献利用は妥当であり､その上 立った実証性も豊かである｡四㌧　口頭試問について
青木･新井･岩田の三委員によって行なった｡小林さん
は､三委員からの総括的質問と個別的質問に対 ､適切かつ明解に答えられ十分に対応さ たと判断した｡ちなみに､公開口頭試問の参加者は一四人だっ ｡
五､研究の展望
口頭試問において'小林さんは､本論文ではその研究対
象を江戸と江戸周辺村落との下肥流通に限定したが､今後野菜を始めとする生産物にも視野を広げ､グローバルに都市-村落間の流通問題を解明していきたいという展望を示された｡そして今後 も自ら開拓した手法と観点で実証的分析を手掛け'本論文で捷起した論点をさらに深めていくことを強-決意した｡新たな研究成果を期待したい｡
以上
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